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【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｃ ０ ８ Ｆ 6 / 0 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｃ ０ ８ Ｆ 1 0 / 0 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｃ ０ ８ Ｆ 2 / 3 4 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｃ ０ ８ Ｆ 6 / 0 0 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｃ ０ ８ Ｆ 1 0 / 0 0 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｃ ０ ８ Ｆ 2 / 3 4 　 　 　 　 　 　 　
　
【 誤 訳 訂 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 5 年 1 2 月 2 5 日 ( 2 0 2 3 . 1 2 . 2 5 )
【 誤 訳 訂 正 １ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ａ ． 第 １ の 反 応 器 及 び 第 ２ の 反 応 器 を 含 む ２ つ の 反 応 器 シ ス テ ム に お い て 、 オ レ フ ィ ン  
モ ノ マ ー 及 び 任 意 に コ モ ノ マ ー を 重 合 す る 工 程 で あ っ て 、 前 記 第 １ の 反 応 器 の 重 合 生 成 物  
が 、 前 記 第 ２ の 反 応 器 に 移 送 さ れ 、 こ こ で 、 前 記 第 ２ の 反 応 器 の 重 合 生 成 物 と 混 合 さ れ て  
、 こ れ に よ り 、 重 合 済 み 固 体 、 未 反 応 モ ノ マ ー 及 び 任 意 に コ モ ノ マ ー を 含 む 粗 生 成 物 流 を  
形 成 し 、 前 記 重 合 済 み 固 体 が 、 オ レ フ ィ ン ポ リ マ ー 、 Ｖ Ｏ Ｃ 及 び 触 媒 シ ス テ ム を 含 む 工 程  
、
　 ｂ ． 前 記 粗 生 成 物 流 を 保 管 用 サ イ ロ に 移 送 し 、 こ れ に よ り 、 保 管 さ れ た 重 合 済 み 固 体 流  
を 形 成 す る 工 程 、
　 ｃ ． 前 記 第 ２ の 反 応 器 中 で 重 合 を 終 え る 工 程 、
　 ｄ ． 前 記 第 ２ の 反 応 器 に 前 記 保 管 さ れ た 重 合 済 み 固 体 流 を 移 送 す る 工 程 、
　 ｅ ． 前 記 保 管 さ れ た 重 合 済 み 固 体 流 が 前 記 第 ２ の 反 応 器 に 移 送 さ れ た 後 、 前 記 保 管 さ れ  
た 重 合 済 み 固 体 流 を 一 酸 化 炭 素 、 二 酸 化 炭 素 、 酸 素 、 水 、 ア ル コ ー ル 、 ア ミ ン 又 は そ れ ら  
の 混 合 物 か ら 選 択 さ れ る 触 媒 毒 に 接 触 さ せ て 、 こ れ に よ り 、 不 動 態 化 流 を 形 成 さ せ る 工 程  
、 こ こ で 前 記 触 媒 シ ス テ ム が 不 活 性 化 さ れ る 、
　 ｆ ． 前 記 不 動 態 化 流 が 、 前 記 第 ２ の 反 応 器 中 、 撹 拌 状 態 で 維 持 さ れ る 工 程 、 お よ び
　 ｇ ． 前 記 第 ２ の 反 応 器 内 の 前 記 不 動 態 化 流 を 、 滞 留 時 間 の 間 、 未 反 応 モ ノ マ ー を 含 む 循  
環 ガ ス に 接 触 さ せ て 、 こ れ に よ り 、 前 記 第 ２ の 反 応 器 に 入 る 前 の レ ベ ル と 比 べ て 、 前 記 重  
合 済 み 固 体 中 の Ｖ Ｏ Ｃ の 濃 度 が 少 な く と も １ ０ 重 量 ％ 低 減 さ れ 、 こ れ に よ り 、 精 製 済 み オ  
レ フ ィ ン ポ リ マ ー 固 体 流 を 形 成 す る 工 程 、 こ こ で 前 記 未 反 応 モ ノ マ ー は 前 記 循 環 ガ ス の 総  
重 量 に 対 し て ５ ０ ． ０ ～ ９ ９ ． ５ 重 量 ％ の 量 で 存 在 し 、 前 記 循 環 ガ ス は 前 記 第 ２ の 反 応 器  
の オ ー バ ー ヘ ッ ド か ら 前 記 第 ２ の 反 応 器 へ 戻 っ て 循 環 し 、 そ し て 前 記 第 １ の 反 応 器 お よ び  
前 記 第 ２ の 反 応 器 は 流 動 床 気 相 反 応 器 で あ る 、
　 を 含 み 、
前 記 不 動 態 化 流 が 、 撹 拌 装 置 に よ る 撹 拌 に よ り 、 ま た は 前 記 循 環 ガ ス に よ り 、 前 記 第 ２ の  
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反 応 器 中 で 撹 拌 状 態 で 維 持 さ れ る 、
方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 不 動 態 化 流 が 、 前 記 循 環 ガ ス に よ り 前 記 第 ２ の 反 応 器 中 、 前 記 撹 拌 状 態 で 維 持 さ れ  
る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 不 動 態 化 流 が 、 撹 拌 装 置 に よ る 撹 拌 に よ り 、 前 記 第 ２ の 反 応 器 中 、 前 記 撹 拌 状 態 で  
維 持 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 触 媒 毒 を 前 記 保 管 さ れ た 重 合 済 み 固 体 流 に 、 前 記 保 管 用 サ イ ロ を 出 た 後 で あ る が 、  
前 記 第 ２ の 反 応 器 に 入 る 前 に 接 触 さ せ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 触 媒 毒 を 前 記 保 管 さ れ た 重 合 済 み 固 体 流 に 、 前 記 第 ２ の 反 応 器 に 入 っ た 後 接 触 さ せ  
る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 誤 訳 訂 正 ２ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ３
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 [ 0 0 6 8 ]   本 明 細 書 に お い て 開 示 さ れ て い る 、 他 の 特 徴 、 本 発 明 の 利 点 及 び 実 施 形 態 は  
、 前 述 の 開 示 を 一 読 し た 後 、 当 業 者 に は 容 易 に 明 ら か と な る で あ ろ う 。 こ の 点 に 関 し て 、  
本 発 明 の 特 定 の 実 施 形 態 が か な り 詳 細 に 説 明 さ れ て い る が 、 こ れ ら の 実 施 形 態 の 変 更 例 並  
び に 改 良 例 は 、 説 明 及 び 請 求 さ れ て い る 本 発 明 の 趣 旨 及 び 範 囲 を 逸 脱 す る こ と な く 成 立 し  
得 る 。
［ 発 明 の 態 様 ］
［ １ ］
　 ａ ． 第 １ の 反 応 器 中 で 、 オ レ フ ィ ン モ ノ マ ー 及 び 任 意 に コ モ ノ マ ー を 重 合 し て 、 こ れ に  
よ り 、 重 合 済 み 固 体 、 未 反 応 モ ノ マ ー 及 び 任 意 に コ モ ノ マ ー を 含 む 粗 生 成 物 流 を 形 成 す る  
工 程 で あ っ て 、 前 記 重 合 済 み 固 体 が 、 オ レ フ ィ ン ポ リ マ ー 、 Ｖ Ｏ Ｃ 及 び 触 媒 シ ス テ ム を 含  
む 工 程 と 、
　 ｂ ． 前 記 重 合 済 み 固 体 を 一 酸 化 炭 素 、 二 酸 化 炭 素 、 酸 素 、 水 、 ア ル コ ー ル 、 ア ミ ン 又 は  
そ れ ら の 混 合 物 か ら 選 択 さ れ る 触 媒 毒 に 接 触 さ せ て 、 こ れ に よ り 、 不 動 態 化 流 を 形 成 さ せ  
る 工 程 と 、
　 ｃ ． 撹 拌 状 態 に あ る 前 記 不 動 態 化 流 を 、 第 ２ の 反 応 器 内 に 維 持 す る 工 程 と 、
　 ｄ ． 前 記 第 ２ の 反 応 器 内 の 前 記 不 動 態 化 流 を 、 滞 留 時 間 の 間 、 未 反 応 モ ノ マ ー を 含 む 循  
環 ガ ス に 接 触 さ せ て 、 こ れ に よ り 、 前 記 第 ２ の 反 応 器 に 入 る 前 の レ ベ ル と 比 べ て 、 前 記 重  
合 済 み 固 体 中 の Ｖ Ｏ Ｃ の 濃 度 が 少 な く と も １ ０ 重 量 ％ 低 減 さ れ 、 こ れ に よ り 、 精 製 済 み オ  
レ フ ィ ン ポ リ マ ー 固 体 流 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 を 含 む 、 方 法 。
［ ２ ］
　 前 記 不 動 態 化 流 が 、 前 記 循 環 ガ ス と 共 に 前 記 第 ２ の 反 応 器 中 で 前 記 撹 拌 状 態 で 維 持 さ れ  
る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
［ ３ ］
　 前 記 不 動 態 化 流 が 、 機 械 的 撹 拌 又 は 機 械 的 撹 拌 に よ り 、 前 記 第 ２ の 反 応 器 中 、 前 記 撹 拌  
状 態 で 維 持 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
［ ４ ］
　 前 記 第 ２ の 反 応 器 に 前 記 粗 生 成 物 流 を 運 ぶ 工 程 を 更 に 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
［ ５ ］
　 前 記 触 媒 毒 を 、 前 記 第 ２ の 反 応 器 へ の 前 記 粗 生 成 物 流 の 運 搬 の 間 に 前 記 重 合 済 み 固 体 と  
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接 触 さ せ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 方 法 。
［ ６ ］
　 前 記 触 媒 毒 を 、 前 記 第 ２ の 反 応 器 中 の 前 記 重 合 済 み 固 体 に 接 触 さ せ る 、 請 求 項 １ に 記 載  
の 方 法 。
［ ７ ］
　 前 記 未 反 応 モ ノ マ ー が 、 プ ロ ピ レ ン 、 エ チ レ ン 、 Ｃ ４ ～ Ｃ １ ０ ア ル フ ァ － オ レ フ ィ ン 又  
は そ れ ら の 混 合 物 か ら 選 択 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
［ ８ ］
　 前 記 Ｖ Ｏ Ｃ が 、 前 記 重 合 済 み 固 体 の 総 重 量 に 対 し て 、 ５ ０ ～ ６ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｍ の 量 で 前 記  
重 合 済 み 固 体 中 に 存 在 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
［ ９ ］
　 前 記 Ｖ Ｏ Ｃ が 、 前 記 重 合 済 み 固 体 の 総 重 量 に 対 し て 、 ５ ０ ～ １ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｍ の 量 で 前 記  
重 合 済 み 固 体 中 に 存 在 す る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 方 法 。
［ １ ０ ］
　 前 記 Ｖ Ｏ Ｃ が 、 前 記 重 合 済 み 固 体 の 総 重 量 に 対 し て 、 １ ０ ０ ～ ５ ０ ０ ｐ ｐ ｍ の 量 で 前 記  
重 合 済 み 固 体 中 に 存 在 す る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 方 法 。
［ １ １ ］
　 前 記 不 動 態 化 流 が 、 前 記 第 １ の 反 応 器 の 温 度 よ り も 高 い 温 度 で 、 前 記 撹 拌 状 態 に 維 持 さ  
れ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 方 法 。
［ １ ２ ］
　 前 記 温 度 が 、 ２ ０ ℃ ～ １ ４ ０ ℃ で あ る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 。
［ １ ３ ］
　 前 記 温 度 が 、 ９ ０ ℃ ～ １ ２ ０ ℃ で あ る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 方 法 。
［ １ ４ ］
　 前 記 温 度 が 、 ７ ０ ℃ ～ １ ２ ０ ℃ で あ る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 。
［ １ ５ ］
　 前 記 第 ２ の 反 応 器 中 の 前 記 滞 留 時 間 が 、 ０ ． １ ～ ５ ． ０ 時 間 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の  
方 法 。
［ １ ６ ］
　 前 記 重 合 を 前 記 触 媒 毒 の 注 入 に よ っ て 終 了 さ せ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
［ １ ７ ］
　 前 記 触 媒 シ ス テ ム が 、 前 記 第 １ の 反 応 器 に 移 送 さ れ る 共 触 媒 を 含 み 、 そ し て 前 記 触 媒 毒  
が 、 少 な く と も ０ ． ５ の 、 毒 の 共 触 媒 に 対 す る モ ル 比 を 実 現 す る 割 合 で 前 記 第 ２ の 反 応 容  
器 に 注 入 さ れ る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 方 法 。
［ １ ８ ］
　 前 記 触 媒 毒 が 、 前 記 第 ２ の 反 応 容 器 に 、 窒 素 、 水 素 、 プ ロ ピ レ ン 、 エ チ レ ン 及 び そ れ ら  
の 混 合 物 か ら 選 択 さ れ る 運 搬 用 流 体 に よ り 運 ば れ る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 方 法 。
［ １ ９ ］
　 前 記 循 環 ガ ス が 、 ０ ． ３ ｍ ／ ｓ 超 の 空 塔 速 度 で 、 前 記 第 ２ の 反 応 容 器 を 循 環 す る 、 請 求  
項 ２ に 記 載 の 方 法 。
［ ２ ０ ］
　 前 記 空 塔 速 度 が ０ ． ３ ～ １ ｍ ／ ｓ で あ る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 方 法 。
［ ２ １ ］
　 前 記 空 塔 速 度 が ０ ． ３ ～ ０ ． ６ ｍ ／ ｓ で あ る 、 請 求 ２ ０ に 記 載 の 方 法 。
［ ２ ２ ］
　 前 記 空 塔 速 度 が １ ｍ ／ ｓ 超 で あ る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 方 法 。
［ ２ ３ ］
　 触 媒 毒 に 接 触 さ せ る 前 記 重 合 済 み 固 体 が 、 保 管 容 器 又 は サ イ ロ か ら の 第 ２ の 重 合 済 み 固  
体 流 を 更 に 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
［ ２ ４ ］
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　 前 記 第 １ の 反 応 器 が 、 流 動 床 気 相 反 応 器 、 ル ー プ 反 応 器 、 縦 型 撹 拌 床 反 応 器 、 水 平 型 撹  
拌 気 相 反 応 器 、 多 段 域 循 環 式 反 応 器 又 は 撹 拌 式 オ ー ト ク レ ー ブ か ら 選 択 さ れ る 、 請 求 項 １  
に 記 載 の 方 法 。
［ ２ ５ ］
　 前 記 第 １ の 反 応 器 が 流 動 床 気 相 反 応 器 で あ る 、 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 方 法 。
［ ２ ６ ］   前 記 第 ２ の 反 応 容 器 が 、 流 動 床 気 相 重 合 反 応 器 、 又 は 水 平 型 若 し く は 縦 型 撹 拌  
気 相 重 合 反 応 器 と し て 、 通 常 に 稼 働 す る 反 応 容 器 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
［ ２ ７ ］
　 ａ ． 第 １ の 反 応 器 及 び 第 ２ の 反 応 器 を 含 む ２ つ の 反 応 器 シ ス テ ム に お い て 、 オ レ フ ィ ン  
モ ノ マ ー 及 び 任 意 に コ モ ノ マ ー を 重 合 す る 工 程 で あ っ て 、 前 記 第 １ の 反 応 器 の 重 合 生 成 物  
が 、 第 ２ の 反 応 器 に 移 送 さ れ 、 こ こ で 、 前 記 第 ２ の 反 応 器 の 重 合 生 成 物 と 混 合 さ れ て 、 こ  
れ に よ り 、 重 合 済 み 固 体 、 未 反 応 モ ノ マ ー 及 び 任 意 に コ モ ノ マ ー を 含 む 粗 生 成 物 流 を 形 成  
し 、 前 記 重 合 済 み 固 体 が 、 オ レ フ ィ ン ポ リ マ ー 、 Ｖ Ｏ Ｃ 及 び 触 媒 シ ス テ ム を 含 む 工 程 と 、
　 ｂ ． 前 記 粗 生 成 物 流 を 保 管 用 サ イ ロ に 移 送 し 、 こ れ に よ り 、 保 管 さ れ た 重 合 済 み 固 体 流  
を 形 成 す る 工 程 と 、
　 ｃ ． 前 記 第 ２ の 反 応 器 中 で 重 合 を 終 え る 工 程 と 、
　 ｄ ． 前 記 第 ２ の 反 応 器 に 前 記 保 管 し た 重 合 済 み 固 体 を 移 送 す る 工 程 と 、
　 ｅ ． 前 記 保 管 さ れ た 重 合 済 み 固 体 流 を 一 酸 化 炭 素 、 二 酸 化 炭 素 、 酸 素 、 水 、 ア ル コ ー ル  
、 ア ミ ン 又 は そ れ ら の 混 合 物 か ら 選 択 さ れ る 触 媒 毒 に 接 触 さ せ て 、 こ れ に よ り 、 不 動 態 化  
流 を 形 成 さ せ る 工 程 と 、
　 ｆ ． 撹 拌 状 態 に あ る 前 記 不 動 態 化 流 を 、 第 ２ の 反 応 器 内 に 維 持 す る 工 程 と 、
　 ｇ ． 前 記 第 ２ の 反 応 器 内 の 前 記 不 動 態 化 流 を 、 滞 留 時 間 の 間 、 未 反 応 モ ノ マ ー を 含 む 循  
環 ガ ス に 接 触 さ せ て 、 こ れ に よ り 、 前 記 第 ２ の 反 応 器 に 入 る 前 の レ ベ ル と 比 べ て 、 前 記 重  
合 済 み 固 体 中 の Ｖ Ｏ Ｃ の 濃 度 が 少 な く と も １ ０ 重 量 ％ 低 減 さ れ 、 こ れ に よ り 、 精 製 済 み オ  
レ フ ィ ン ポ リ マ ー 固 体 流 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 を 含 む 、 方 法 。
［ ２ ８ ］
　 前 記 不 動 態 化 流 が 、 前 記 循 環 ガ ス と 共 に 前 記 第 ２ の 反 応 器 中 で 前 記 撹 拌 状 態 で 維 持 さ れ  
る 、 請 求 項 ２ ７ に 記 載 の 方 法 。
［ ２ ９ ］
　 前 記 不 動 態 化 流 が 、 機 械 的 撹 拌 又 は 機 械 的 撹 拌 に よ り 、 前 記 第 ２ の 反 応 器 中 、 前 記 撹 拌  
状 態 で 維 持 さ れ る 、 請 求 項 ２ ７ に 記 載 の 方 法 。
［ ３ ０ ］
　 前 記 触 媒 毒 を 前 記 保 管 さ れ た 重 合 済 み 固 体 流 に 、 前 記 保 管 用 サ イ ロ を 出 た 後 で あ る が 、  
前 記 第 ２ の 反 応 器 に 入 る 前 に 接 触 さ せ る 、 請 求 項 ２ ７ に 記 載 の 方 法 。
［ ３ １ ］
　 前 記 触 媒 毒 を 前 記 保 管 さ れ た 重 合 済 み 固 体 流 に 、 前 記 第 ２ の 反 応 器 に 入 っ た 後 接 触 さ せ  
る 、 請 求 項 ２ ７ に 記 載 の 方 法 。
［ ３ ２ ］
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 に よ り 生 産 さ れ た 、 ポ リ マ ー 。
［ ３ ３ ］
　 ａ ． 第 １ の 反 応 器 中 で 、 オ レ フ ィ ン モ ノ マ ー 及 び 任 意 に コ モ ノ マ ー を 重 合 し て 、 こ れ に  
よ り 、 重 合 済 み 固 体 、 未 反 応 モ ノ マ ー 及 び 任 意 に コ モ ノ マ ー を 含 む 粗 生 成 物 流 を 形 成 す る
工 程 で あ っ て 、 前 記 重 合 済 み 固 体 が 、 オ レ フ ィ ン ポ リ マ ー 、 Ｖ Ｏ Ｃ 及 び 触 媒 シ ス テ ム を 含  
む 工 程 と 、
　 ｂ ． 前 記 重 合 済 み 固 体 を 一 酸 化 炭 素 、 二 酸 化 炭 素 、 酸 素 、 水 、 ア ル コ ー ル 、 ア ミ ン 又 は  
そ れ ら の 混 合 物 か ら 選 択 さ れ る 触 媒 毒 に 接 触 さ せ て 、 こ れ に よ り 、 不 動 態 化 流 を 形 成 さ せ  
る 工 程 と 、
　 ｃ ． 流 動 床 で あ る 第 ２ の 反 応 器 内 で 、 前 記 不 動 態 化 流 を 、 滞 留 時 間 の 間 、 未 反 応 モ ノ マ  
ー を 含 む 循 環 ガ ス と 共 に 撹 拌 状 態 で 維 持 し て 、 こ れ に よ り 、 前 記 第 ２ の 反 応 器 に 入 る 前 の  
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レ ベ ル と 比 べ て 、 前 記 重 合 済 み 固 体 中 の Ｖ Ｏ Ｃ の 濃 度 が 少 な く と も １ ０ 重 量 ％ 低 減 さ れ 、  
こ れ に よ り 、 精 製 済 み オ レ フ ィ ン ポ リ マ ー 固 体 流 を 形 成 す る 工 程 と
　 を 含 む 、 方 法 。
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